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琉 球 大 学 々 生 の 体 格 に つ い て

琉球大学教育学部体育研究室 (証 1)

l 調 査 日 的

本学々生の最近5ヶ年における身体発育の状況について,総合的に考察し.学生の健

康管理ならびに保睡 ･体育糖等の基礎資料にする.

Ⅱ 調 査 方 法

(1)調査項目と梶本

身長 ･体重 ･胸囲 ･座高の四項目について本学 々生の全員を対象として,1955年-

1959年の5ヶ年に亘り調査したもので,各年次における標本数は,Tablelの通りであ

ち.この標本は⊥週間の換査期間に完了したものを対象にしたもので白後の受検者は之

を除外した.

Tablel 年 次 別 調 査 人 員也 女年度区分在 箔 検査人見 ~百分比 在 籍 換恋人夙 '百分比

1955 1120 819 73.I 365 332 91.2

1957 1447 1071 74.0 471 412 90.7

1958 1501 1207 80.4 510 429 84.1

1959 1605 1309 81.6 547 515 94.2

(2)調査実施の時期

本資料は定期身体検査において得られたものである.身体計測の正確性を期するため

体育科全教官と体育科三 ･四年次学生の協力により実施された.検査の時期は学年暦に

よって,三月下旬に新入学生二日,二年次以上五日間の日程で実施された.

甘 結 果 と 考 察

本学々生の身長 ･体重 ･胸幽 i座高の代表値としての算術平均値および標準偏差を求

めた.Table2-Table5がそれである.また,各年次 (註2)の発育比校を容易ならし

証1)本稿の文責はすべて新里が負うものである.

証2.)1956年度は同年9月の火災で全拝料を焼失したのでこれを欠く
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めるため図表にして示したが,Fig.1-Fig.8である･

なお,本土の学生との比校観察を使ならしめるため末尾にTeab17を添付した.これ

はすべて,文部省発行の椅定統計第15号 ･学校術生統計報告書 (昭和32年度)から得た

ものである.以上の各資料について二 ･三の考察を試みることにする.

(1)身 長

Table2およびFig.1･2によって,本学々生の身長は,各frl令とも僕少ながら逐年増

加の傾向にあるが将来も改善されていくものと推定される.

Table2 身 長 の 平 均 値 ･標 準 偏 差

＼＼一㌧_EIPL- 性

--＼二＼ ~t＼ 19㌔-､LfF-令

年 次 区分 M SD

1955 160.4 4.6

1957 161.3 5.1

1958 161.5 6.0

1959 161.6 4.8

160.4妻4.8

160.9;5.0
-:---

161.6≡5.0
______________ご･-
161.6至5.1

160.4…4.8

161.1享5.0
■

161.6…5.1
- t-
161.8蔓5.3

女

1955 149.7 4.6 149.6 4.8 1 49.84.5日 50.2 3.9 149.9 2.4

1957 149.9 4. 150.0 4.5 150.3 石 戸 50.2 4.6I151.3 3.5

1958 149.9 3.7 150.1 4.5 150.4 4.3 150.4 5. 3 t 150 .4 5.2

すなわち,1955年･以降5ケ年間に,男子は1.2cm,女子は0.5cmの増加を示してい

ち.しかし,大学の学生は,年令的には,男女ともいわゆる発育完成期にあるため,身
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FiB2 身長年次比較 (音子)
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長の増加速度は,年令の進むにしたがって小さくなるのが一般的傾向とおもわれるが,

本学の学生については,一部の例外を除いて必ずしもそうではない.その原因について

紘,知ることはできないが他日考究されるべき問題の一つであろら.

次に,本土の学生との比校をみると,Table7にみるように,男子では4.4cm,女子

では4.2cmと,いづれの年令層にあっても,本学の学生は著しく妨っている.

1959的 こおける本学々生の男子の平均身長は161.7cmであるが,この数値は,明治35

年以降47ケ年間の学徒の発育累年比較 (証3) によると,明治末期から大正初期にかけ

ての,学生のそれとほ 同ゞ位にあることは注目されよう

以上は,本学々生と本土の学生との比瞭観察であるが,このような身長差は,た 大ゞ

学の学生だけに限らず,沖縄の児童 ･生徒の場合でも同様なことがいえる.(証4)

戦前沖縄出身の壮丁の平均身長は,陛軍省発表の資料 (証5)によると,156.1cmで

あるが,これを本学の学生と比較すると5.6cmの蓋が認められる.本学々生と磯前の壮

丁とを対比して考察することは,合邦的でないにしても,一応戦前職後の沖 縄の青少年

の体格の変遷の･一端を知る手がかりにはなろう.

さて,このようにみてくると,結局本学の学生はもちろん,沖 縄の青少年は,･Ji背を

規制するいろいろの因子の彫啓を受けて ｢短躯｣という本土の府県の中で一都特有の身

体形成をしているものと考えられるが,これについては,今後あらゆる万両から,綜合

的な研究がなされるべきであろう.

証3)文部省 ･緒潅統計第15･FJtR日和32年鑑学校術生銃.Ji卜報･Jnr･讃.

註 4)琉球政肘文教局 ･1958年度学校柵生統計報告乱

証5)鈴木供次郎著 体力糾旋法 所収 ｢府県別壮丁身長｣陣甲JB発表
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(2)体 重

琉 球 大 学 教 育 学 郎 体 育 桝 死 産

Table3 体 熊 の 平 均 値 ･標 準 偏 差

女

≡ ≡ ≡ ≡ ≡ …

19
年や

20 21 22 23
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1959年の本学々生の体重は,1955年に比べると,男子では2.7kg,女子では0.9kgの増

加を示してをり,逐年向上するものと推定されるが,しかし,本土の学生との比較をみ

ると,Table7に示すように,本学々生は,男子は2.4kg,女子は 1.3kgも劣ってをり

年令が進むにしたがって,その差は小さくなっている.

(3)胸 囲

1955年と1959年とを比校すると男子が0.8cm,女子が2.1cmの増加を示してなり,年

令とともに,増加速度は大きくなってをり,今後も向上するものと推定される.

Table4 胸 囲 の 平 哩班他均 偏 轟

女

20 11 22 23
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本土の学生と対比すると,本学の学生は,男子が0.8cm,女子が0.5cm劣っているが

しかし,女子の22･23才ではむしろ本学々生が,0.3cmも優位にあることは注目されよ

う｡

この現象は,沖縄人の体型決定に大きな形坪を与えているものと思われるので,今後

の経年的な調査研究がのぞましい.

(4)座 高

座高についても,前に述べた各測 度と同様年次的には,僅少ながらも増加の傾向にあ

る.1959年までの5ケ年間に男子1.4cm,尭子O.6cmの増加を帝しているが,本土の学

生に比べると,著しい差は認められないにしても,男子は1.6cm1,女子は0.2cm小さく

女子の場合に殆んど同列にある.

Tab)e5 鮭 高 の 平 均 lLFi ･蝶 準 偏 差

女
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虫0 21 22 23
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ところが,ここで興味あることは,Table2に示した身長から. Table4の座職を差

し引いて,下肢の長さを算出したのがTable6であるが,これによって,本土の学生と

比校して,沖縄人特有の体型を兄のがすことはできない.

Table6 年令別下版の長さの比較 (下牧の長さ-身長-.T_S.7,ll)

I-一二 一

区 分 ＼ - 聖 20 I21 I22 123

女

19 I20I21I22

本 土 大 学 75.4 75.5 75.7 75.9 76.370.3 70.4 70.570.370.3
琉 球 大 学 73.1 72.9 72.7 72.7 73.066.3 66.1 66.566.466.I

Table6でみるように,同じ方法で算出した本土学生の下肢の長さと,本学の学生の

それとを比較すると,男子では3.0cm,女子では4.0cm も小さい.このように,男子

はともかく,本学の女子学生の下肢が,本土の学生よりも4.0cm も小さいということ
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は,沖縄女性の典型的な体型を数l裾こ表わしているといえよう.

ここでも亦,沖縄人が,本土の何県の中で一種特有の体型を備え,人規学的な多くの

裸超が残されている感がするとll-l']時に,あらゆる分野を軌貝して,今後の継続的な資料

の菟Lj三と研究調査の必要が柿悠される.

なお,今回は下肢長の計測法による計測はできなかったが,今後はこの両の研兜も必

要である.

T.lb)e7 本 I･.の 大 学 学 生 と の Jye市比 絞

悼

F言分 1､-年令
身
皮
体
､LLTt

駒
岡

鵬

本七大学
琉 球 大 学
増 減
本 It;_~~天~車 I
琉 球 大 ･軍
機 瀬
本+_大学
琉 球 大 学

明 女

l192021222319202122L23
161.6161.7161.6161.6161.8150.2150.3150.6150.5150.0
4.2 4.3 4.6 4.6 4.6 4.LJ 4.3 4.1 4.04.3
56.5156.7 56.6ー56.6T 3 50.2 50.0 49.8T 3 49.1

3.I2.8 2.3 2.1 1.9 I.8I 1.5 1.4 0.9 0.8
84.484.584.7｢昏i:~岳84.7F80.9●ー81.080.880.681.0
83.4 83.5 83.5 84.3-両丁石;79.0 79.980.6■80.9 81. 3

1.0 1.0ー 1.2~一打ち 0.1 I.9 1.1 0.2+0.3+0. 3

90.4 90.5L190.4 90.3 90.1 84.3-1汚:~喜 84.2 84.2!84.088.5 88.8188.g~1福丁百~蘭丁奄83.984.284.184.1 83.9

各羽口の数値は本学は1959年 ･本土大学は1957年の平均値である

Ⅳ 要 約

本調査は,本学^生の般近5ヶ年関における身体発育の実態を総合的に考察し,学生

指導の参考韓料を得るため,1955年～1959年の5ヶ年に五･'),身長 ･体重 ･胸閉 ･座高

について,定期的に測定したFf料について,考察を加えた.これを総括して示せば次の

並i)である.

1 身長は男女とも迷咋増加の幌向がみられるが,本土の学生と比較すると,いづれ

も著しく劣っている.

2 体重は男女とも逐年増加の傾向がみられる.

3 胸国においては,本土に比べて男女とも殆んど差がみられないが,むしろ,女子

においては本学が優位にある.

A 座高についても,本土との差はみられない.

5 要するに,本学々生の体格は,明らかに曲村型の雅常過程を示している.掛 こ女

子学生については,典型的な沖縄女性の体型といわれる長胴短脚である.
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PHYSICAL MEASUREMENTS OF THE UNIVERSITY
OF THE RYUKYUS STUDENTS

Physical Education Department

The University of the Ryukyus

ABSTRAar

The data of this report include the measurements of four physical dimensions,
height, weight, chest circumference and sitting height, of the University of the
Ryukyus students enrolled during five years between 1955 and 1959. Following
observations were made from the data:

1. Both men and women show a tendency to become taller, but in comparison
with their Japanese counterparts both sexes are markedly shorter.

2. Both sexes tend to become heavier.
3. In chest circumference both sexes show practically no differences when

compared with their Japanese counterparts. In the case of the women the Univ
ersity of the Ryukyus students appear even to be slightly larger.

5. In sitting height there are no differences between Okinawan and Japanese
youths.

In short, the physical development of the University of the Ryukyus stuents
shows a developmental pattern similar to that of the farm youth. In the case of
women, they show clearly a type with a long trunk and short legs which has
been regarded to be the typical anatomical type of Okinawan fEmales.


